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　令和５年度予算の政府案が令和４年12月23日に閣議決定され、令和５年度の畜産物価格関連
対策等が公表されたところです。
　機構といたしましては、畜産業振興事業の実施に当たり、事業実施主体の選定に係る透明性を
確保するため、引き続き事業実施主体を原則として公募するなど、事業の効果的な実施に取り組
んでまいります。
　本稿では、機構が行う事業の概要を紹介します。各事業の詳細については、農林水産省畜産局
のホームページに掲載されている事業概要等をご覧ください。
（https://www.maff.go.jp/j/chikusan/kikaku/lin/）

Ⅰ　令和５年度に係る対策
１　経営安定対策
（１）法律に基づく制度
①　加工原料乳生産者補給金	 ［所要額］37,470百万円
②　肉用子牛生産者補給金	 ［所要額］66,227百万円
③　肉用牛肥育経営安定交付金	 ［所要額］97,726百万円
④　肉豚経営安定交付金	 ［所要額］16,804百万円

（２）畜産業振興事業
①　加工原料乳生産者経営安定対策事業	

加工原料乳（脱脂粉乳・バター等向け、チーズ向け及び生クリーム等向けの生乳）の
取引価格が補塡基準価格を下回った場合に、生産者に補塡金を交付します。

２　関連対策
（１）�酪農経営支援総合対策事業（拡充）	 ［所要額］4,566百万円	

酪農生産基盤の維持・強化を図るため、以下の取組を支援します。
①　中小酪農生産基盤・飼養環境改善
②　地域の生産体制の強化
③　酪農ヘルパーの利用拡大
④　生乳流通体制の合理化の推進
⑤　生乳需要基盤の確保の推進
⑥　乳用牛の計画的な改良・増殖の推進

（２）�肉用牛経営安定対策補完事業（拡充）	 ［所要額］3,636百万円	
肉用牛生産基盤の強化を図るため、以下の取組を支援します。

①　肉用牛生産基盤強化対策
②　地方特定品種並びに離島等及び山振地域の肉用牛振興対策
③　肉用子牛流通等対策

機構から

令和５年度　畜産物価格関連対策等の
概要について

畜産振興部
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（３）�養豚経営安定対策補完事業（組替、拡充）	 ［所要額］1,292百万円	
養豚生産基盤の強化を図るため、以下の取組を支援します。

①　集団的な肉豚能力向上支援
②　生産性向上支援
③　アフリカ豚熱等リスク低減対策
④　野外環境リスク低減対策

（４）堆肥舎等長寿命化推進事業	 ［所要額］　222百万円
家畜排せつ物処理施設の長寿命化を推進するため、経年劣化の実態調査、地域の実情

に応じた補修の実証、簡易な堆肥化処理施設の整備のための資材の導入等の支援を継続。
また、老朽化した堆積型堆肥化処理施設から、温室効果ガス排出削減や堆肥の高品質化
に資する好気性強制発酵施設への低コストな改修事例の調査等を支援します。

（５）畜産高度化推進リース事業	 基金　  貸付枠：2,800百万円
畜産環境関連施設等に対するリース支援を行うとともに、家畜排せつ物処理施設・機

械について、金利負担の軽減に加えて保証保険料及び損害保険料を支援します。
（６）国産畜産物安心確保等支援事業	 ［所要額］　482百万円

家畜個体識別システムの円滑な運用の確保、口蹄疫、豚熱や高病原性鳥インフルエン
ザ等に備えた国産食肉の安全・安心に係る情報収集・普及、アジア地域の流行家畜疾病
に関する情報提供等を支援します。

（７）畜産特別支援資金融通事業	 ［所要額］911百万円
負債の償還に支障を来している経営や、単価の下落や売上げの減少など家畜伝染病発

生による深刻な影響を受けた経営に対する低利資金の円滑な融通、家畜（動産）を担保
とした融資による資金調達の普及のための取組等を支援します。

（８）食肉流通改善合理化支援事業	 ［所要額］2,636百万円
産地食肉センター等の施設の改善、食肉流通の業務の効率化、食肉卸売経営の安定化、

食肉取引の円滑化に係る調査、国産食肉の新需要創出の取組等を支援します。
（９）畜産副産物適正処分等推進事業	 ［所要額］5,873百万円

BSE発生を踏まえた牛由来肉骨粉・せき柱の適正処理や畜産副産物の有効利用の取組
等を支援します。

（10）畜産経営安定化飼料緊急支援事業	 ［所要額］149百万円
配合飼料価格の低減に向けた工場の再編・合理化等の計画策定、設備投資に係る資金

借入、施設廃棄等を支援します。

３　緊急対策
（１）畜産経営災害等総合対策緊急支援事業（組替）	 ［所要額］3,603百万円

自然災害、家畜疾病等により被害を受けた畜産農家の経営再開・継続に向けて、政府
の方針と協調して支援を実施するとともに、家畜疾病互助基金の造成、基金加入農家に
対する衛生指導、非常用電源を地域で計画的に導入する取組を支援します。

（２）和牛肉需要開拓支援緊急対策事業（組替新規）	 ［所要額］4,050百万円
素畜価格が高い肥育牛が出荷される期間に当たる和牛肥育経営を支援する観点から、

増加した冷凍を冷蔵中心の和牛肉流通に段階的に戻すため、食肉事業者が行う産地と連
携した需要開拓の取組に対して奨励金を交付します。

（３）酪農緊急パワーアップ事業（新規）	     ［所要額］6,500百万円
生乳生産コストの上昇を価格転嫁等により克服していくための環境整備を図るため、
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脱脂粉乳在庫の低減、乳製品の消費拡大プロモーション、やむを得ず加工仕向けになる
生乳に対する補給金等相当額の交付、早期乾乳の推進及び先進的機器の導入と一体的な
施設の整備等の取組を支援します。

（４）配合飼料価格安定制度のつなぎ拠出金の準備	 ［所要額］最大7,900百万円
配合飼料価格高騰緊急対策に対する民間の積立がなされるまでの間、つなぎとなる拠

出金を準備（必要があれば令和４年度中に拠出を実施。民間の積立が完了すれば、拠出
金を回収。）します。

Ⅱ　令和４年度及び令和５年度（令和５年１月から12月まで）に係る対策
　　和子牛生産者臨時経営支援事業

市場等で取引される和子牛のブロック別平均売買価格等が、発動基準を下回った場合に、
当該平均売買価格と発動基準の差額の４分の３を支援します。

事業実施主体候補者の公募について

　機構では、畜産業振興事業を実施する事業実施主体候補者を原則として公募により決定

しています。

　○公募期間

　　令和５年１月１３日（金）～２月１３日（月）【正午必着】

　○留意事項　

　　・公募対象事業の実施については、予算の成立が前提となります。

　　・公募開始後、諸事情により事業の中止や事業内容の変更がある場合があります。

　○詳細について（最新情報など）

　�　公募対象事業の概要や公募方式の詳細等については、機構ホームページに掲載してい

る公募要領などをご覧ください。

　（https://www.alic.go.jp/topics/support.html）

　○お問い合わせ先

　　畜産振興部　管理課　（ＴＥＬ：０３－３５８３－４３３４）

102-104_tikusan2302_kikoukara-03.indd   104 2023/01/19   16:24:11




